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主 な 内 容

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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市内公共施設の年末年始のお休み

年 末 年 始 の ご み 収 集

◆年末年始のごみ収集日
　年末年始のごみ収集は下表のとおり行います。ごみはきちんと分
別して午前8時30分までに集積所に出してください（粗大ごみは受付
センターがお知らせした排出場所に出してください）。
※年末年始はごみの量が特に多いため、収集が遅れる場合があります。

　　　　 年 末 年 始 の ご み 収 集 日　 　　　

種類 収集曜日 12月年末最終日 １月年始開始日
燃やすごみ
(毎週)

月・木 30日 6日
火・金 28日 4日

燃やさないごみ
(毎月第1・3曜日)

月 20日 17日
火 21日 4日
水 15日 5日
木 16日 6日
金 17日 7日

資源物
(毎週)

月 27日 10日
火 28日 4日
水 29日 5日
木 30日 6日
金 24日 7日

粗大ごみ 
(有料・電話
　申し込み制）

申し込みは粗大ごみ受付センター☎（491）4753へ
年末は28日㈫まで、年始は4日㈫から受け付けます。
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～
午後４時
※収集日・排出場所は申込時にお知らせします。

し尿のくみ取り 年末は28日㈫まで、年始は4日㈫から受け付けます。

白井清掃☎（492）
0768
大久保清掃☎（492）
0120

◆印西クリーンセンターへの搬入日
　年末年始の印西クリーンセンターへの家庭ごみの直接搬入、事業
系ごみの搬入日は次のとおりです。家庭ごみの直接搬入は搬入許可
証が必要ですので、市環境課に申し込みをしてください（年内に搬
入の申し込みをする人は28日㈫までです）。
年末搬入終了日時　12月30日㈭　午後4時
年始搬入開始日時　1月4日㈫　午前9時
■問 市環境課きれいなまちづくり班　内線3274、印西クリーンセン
ター業務班☎0476（46）2732

子どもが急に
　病気になったら

　休日の夜間に急に子どもの
具合が悪くなって、判断に迷っ
てしまったときに電話してく
ださい。
　担当の看護師が相談に応じ
ますが、必要な場合は小児科医
に電話を転送します。 
受付時間　午後7時～ 10時
プッシュ回線の固定電話・携
帯電話から　☎局番なしの♯
8000
ダイヤル回線の固定電話、♯
8000を利用できない人☎043
（242）9939

　歯科診療所を設け、年末年始に急な歯の痛みなどで困った人の
応急処置を行います。
日時　12月31日㈮、1月2日㈰午前9時～正午
場所　市歯科診療所（保健福祉センター内）
診療費　保険診療
持ち物　健康保険証、各種受給者証
■問　健康課保健予防班☎（497）3495、市歯
科診療所☎（492）1111　内線5206（2日間のみ）

こども急病電話相談

　佐倉市にある印旛市郡小児
初期急病診療所は年間365日の
夜間などに小児救急診療を行
います。 
日時　月～土曜日　午後7時～
午前6時、日曜日・祝日・年末
年始　午前9時～午後5時・午
後7時～午前6時
場所　印旛市郡小児初期急病
診療所（佐倉市健康管理セン
ター内）
対象　印旛郡市内在住15歳以下
■問　印旛市郡小児初期急病診療
所☎043（485）3355

　
市
は
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な

ど
の
児
童
・
生
徒
の
早
期
療
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。
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療
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セ
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施　設　名 25日㈯ 26日㈰ 27日㈪ 28日㈫ 29日㈬～
1月3日㈪ 4日㈫

市役所
保健福祉センター
健康増進ルーム
公民センター ●
福祉センター
西白井複合センター ●
白井駅前センター ● ● ●
冨士センター ● ● ● ●
桜台センター ●
文化会館
図書館
郷土資料館
プラネタリウム館
白井運動公園
※●は住民票や印鑑登録証明書などの発行はできます。土・日曜日は戸籍
関係の発行はできません。
　各センターの図書室は29日㈬から3日㈪が閉室となります。

平常通り
休　　み

年  末  年  始  の  歯  科  診  療 ノンステップバスとなった循環バス、出発進行

師

走

を

迎

え

て

　
こ
の
1
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
年
末
年
始
の
市
内
公
共
施
設
の
休
業
日
程
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
今
年
は
皆
さ
ん
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

こ
の
1
年
の
主
な
出
来
事

　
市
の
1
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、

主
な
話
題
を
い
く
つ
か
掲
載
し
ま
す
。

●
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー
展
の

開
催
と
折
り
鶴
5
万
4
、
1
1
7
羽

を
広
島
へ
（
3
月
）

●
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
（
4
月
）

●
（
仮
称
）
第
1
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
工
事
に
着
手
（
7
月
）

●
子
ど
も
手
当
支
給
開
始
（
4
月
）

●
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
通
（
7
月
）

●
駐
輪
場
を
駅
前
に
設
置
〔
白
井
駅

前
（
7
月
）・
西
白
井
駅
前
（
10
月
）〕

●
循
環
バ
ス
ナ
ッ
シ
ー
号
の
利
用
者

が
1
0
0
万
人
を
突
破
（
8
月
）

●
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

競
技
会
」
を
白
井
会
場
で
も
実
施

●
ふ
る
さ
と
産
品
「
梨
」
を
梨
業
組

合
が
中
国
（
蘇
州
）
の
百
貨
店
で
販

売
（
10
月
）

●
循
環
バ
ス
ナ
ッ
シ
ー
号
の
ル
ー
ト

見
直
し
や
乗
り
継
ぎ
箇
所
を
追
加
、

4
台
全
車
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
（
10
月
）

●
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
大
型
台
風
の

接
近
に
よ
り
中
止
（
10
月
）

任期付
職員
募集
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台
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〜
け
や
き
台
ニ
丁
目
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区
〜

●　西白井消防署

●

けやき台多目的広場

●

けやき台公園

西白井駅

対象区域

　歩道の段差部をバリアフリー化する工事を実施しま
す。工事中は交通誘導員を配置し、歩行者や自転車な
どの通行に十分注意して作業します。
日時　～平成23年3月下旬　午前9時～午後5時
※実工事日数は各箇所14日間程度です。
場所　下図の　　部分
■問　建設課管理用地班　内線3215

歩道改良工事のお知らせ

白井駅

堀込二丁目 堀込一丁目

池の上二丁目 池の上一丁目公園

公園 南山中学校

南山小学校

南山一丁目

白井駅

至　小室駅至　西白井駅

至 新鎌ケ谷駅 至 白井駅

防犯パトロール
　安全で安心なまちづくりを実現する
ためには皆さん一人一人が「自分たち
のまちは自分たちで守る」という自主
防犯の意識を持ち、市や警察と連携し
て防犯活動をすることが重要です。
　犯罪の抑止で最も効果が大きいもの
は「地域の目」であり、そのひとつと
して、皆さんが自主的に行う防犯パト
ロールがあります。
　自治会、町内会、ＰＴＡなど地域で
活動する人と協力し合い、防犯パトロー
ルに参加して安心なまちを築きましょう。

防犯灯の維持管理にご協力を
　防犯灯はその設置箇所により管理者
が異なります。
　幹線道路などに設置されている防犯
灯は、市防犯組合で管理を行い、地域
内の道路に設置されている防犯灯は各
自治会で管理を行っています。
　防犯灯の球切れなど故障に気付いた
場合は、各防犯灯に書かれている管理
番号などを地元自治会または市防犯組
合まで連絡してください。
■問　市交通防災課交通防災班　内線
3321 ～ 3

110番の日
　1月10日は110番の日です。
　110番は早ければ早いほど犯人を捕
まえる率が高くなり、被害の拡大防止
につながります。何か犯罪を目撃した
ら、なるべく早く110番をしてください。
◆間違い電話に注意して
　110番通報の中には年間約12万件の
間違い電話があります。番号をよく確
認してからかけてください。
◆携帯電話からの110番
　携帯電話から110番をする場合は次
の点に気を付けてかけましょう。
　つながりにくい場合は場所を変えた
り、近くの公衆電話からかけ直しましょう。
○現在地を確認する
　電柱の住居表示、交差点名、バス停名、
大きな建物などを目安に現在地を確認
し、警察官に伝えましょう。
○安全な場所から110番
　自動車や自転車の運転中に犯罪など
を目撃した場合は自動車などを安全な
場所に必ず止めてから110番しましょう。
○警察官の指示に従う
　県境付近で110番をすると隣接の警
察本部につながる場合があります。電
話に出た警察官の指示に従ってください。
◆相談はこちらの番号に
　110番は緊急の番号です。
　問い合わせや相談は次の番号にかけ
てください。
相談サポートコーナー☎043（227）9110・
＃9110（警察総合相談）
千葉運転免許センター☎043（274）0111
流山運転免許センター☎04（7144）0111
■問　印西警察署☎0476（42）0110

市民の力で犯罪抑止

　
市
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は
西
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井
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圏
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目
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地
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計
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を
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こ
の
方
針
変
更
に
伴
う
主
な
変
更

内
容
は
、
建
築
物
な
ど
の
用
途
の
制

限
で
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共
同
住
宅
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長
屋
等
の
建
築
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限
」「
建
ぺ
い
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・
容
積
率
の
設

定
」「
建
築
物
の
高
さ
の
限
度
の
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」
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す
。

　
地
区
計
画
な
ど
の
原
案
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
都
市
計
画
課
に

あ
り
ま
す
。

【
地
区
計
画
原
案
縦
覧
】

　
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
地
区

計
画
原
案
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
計
画
区
域
内
の
土
地
所
有
者
お
よ

び
利
害
関
係
が
あ
る
人
で
原
案
に
つ

い
て
意
見
が
あ
る
人
は
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
12
月
17
日
㈮
〜
1
月
5

㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・

日
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
・
各
セ
ン

タ
ー

意
見
書
提
出
期
限
　
1
月
13
日
㈭

地
区
計
画
策
定
推
進

　
市
で
は
、
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ

し
い
良
好
な
住
環
境
の
形
成
や
、
保

全
を
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
「
地

区
計
画
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を
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進
し
て
い
ま
す
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地
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計
画
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都
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基
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で
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・
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を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
は
下
表
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と
お
り
13
地
区
の

地
区
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
地
区
計
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
始
ま
っ
た
ら
市
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
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都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

内
線
3
2
3
4
・
5
へ

地区計画策定状況

番号 名称

① 桜台住宅地区地区計画

② 桜台業務・公益的施設地区地区計画

③ 西白井地区地区計画

④ 白井駅北住宅地区地区計画

⑤ 白井駅北業務施設地区（Aブロック）地区計画

⑥ 野口地区地区計画

⑦ 堀込三丁目東地区地区計画

⑧ けやき台二丁目地区地区計画

⑨ 七次台三丁目沿道地区地区計画

⑩ 復インターチェンジ周辺地区地区計画

⑪ 白井駅北業務施設地区（Bブロック）地区計画

⑫ 大山口一丁目地区地区計画

⑬ 大山口中木戸公園東地区地区計画

※⑪は地区整備計画未整備地区です。

けやき台2丁目（青色部分は対象区域）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　
光
回
線
と
テ
レ
ビ
を
つ
な
い
で

視
聴
す
る
映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
勧

め
る
電
話
が
あ
っ
た
。 

「
1
カ
月
間

は
無
料
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
無
料

な
ら
ば
い
い
か
と
思
っ
て
承
諾
し
た
。

そ
の
後
送
ら
れ
て
き
た
専
用
端
末
は

ま
だ
開
け
て
お
ら
ず
、
届
い
た
書
類

も
ほ
と
ん
ど
見
な
い
ま
ま
で
い
た
が
、

数
日
前
、
銀
行
の
口
座
か
ら
料
金
が

引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

　
使
っ
て
も
い
な
い
の
に
納
得
で
き

な
い
。

　
　
　
　
　
　       

（
40
代
・
男
性
）

A
　
事
例
の
よ
う
に
、
光
回
線
と
テ

レ
ビ
を
専
用
端
末
で
つ
な
い
で
専
門

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
視
聴
や
ビ
デ
オ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
も
楽
し
め
る
有
料
の
映
像

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
無
料
」や「
お

試
し
」
を
強
調
し
た
言
葉
で
勧
誘
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
実
際

に
は
毎
月
有
料
で
一
定
期
間
無
料
と

い
う
特
典
を
付
け
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
事
例
の
場
合
も
使
わ
な
け
れ

ば
無
料
と
思
い
こ
み
、
説
明
書
類
も

確
認
し
て
お
ら
ず
、
事
業
者
が
独
自

に
定
め
て
い
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
も
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
契
約
は
電
話
で
契
約

内
容
を
理
解
す
る
の
は
難
し
く
、
ト

ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
い
ら

な
い
場
合
は
あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ

ず
「
必
要
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
断
り
、

契
約
す
る
場
合
は
資
料
を
も
ら
い
、

初
期
費
用
・
月
額
利
用
料
・
解
約
時

の
条
件
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
無
料
期
間
の
解
約
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
専
用
端
末
を
レ
ン
タ

ル
し
て
い
る
場
合
、
事
業
者
が
端
末

を
受
け
取
っ
た
日
を
解
約
日
と
す
る

契
約
も
あ
り
ま
す
。
無
料
期
間
に
解

約
を
申
し
出
て
も
、
受
取
日
の
関
係

で
料
金
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
勧
誘
時
に
支
払
方
法
を
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
契
約
を
決

め
て
い
な
い
段
階
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
番

号
を
安
易
に
教
え
る
こ
と
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
後
に
届
く
書
類
は
必
ず
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
思
っ

て
い
た
契
約
内
容
と
違
う
場
合
は
、

す
ぐ
に
事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活

相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室

　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階

相
談
室
）
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　住民基本台帳法が平成18年11月1日に一部改正され、住民基本台帳は個人情報保護に留意
するため、公益的な目的のみに制限され閲覧できます。この法改正により各市区町村が、いつ・
誰が・どのような内容を閲覧したかについて公表することが義務付けられました。
　平成21年11月1日から平成22年10月31日までの閲覧状況は下表のとおりです。
■問　市民課市民班　内線3142・3

住 民 基 本 台 帳 の　　　　　　　　
　　　　 閲 覧 状 況 を 公 表 し ま す

住民基本台帳閲覧状況

閲覧日
請求機関の名称
または申出者の氏名

委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
21
年

11月12日 ㈳中央調査社 NHK放送文化研究所
政治と社会に関する
意識調査

桜台2・3丁目
（平成元年12月までの
出生者12人）

11月19日
㈱サーベイリサーチ
センター

千葉県環境生活部
消費生活に係る県民
意識調査

堀込3丁目、桜台2丁
目
（20歳以上40人）

12月2日 ㈱エスピー研 千葉県総合企画部
第39回県政に関する
世論調査

大山口2丁目
（20歳以上16人）

12月9日
防衛省自衛隊千葉地
方協力本部

自衛官の募集事務

市内全域
（昭和63年4月2日から
平成元年4月1日まで、
平成4年4月2日から平
成5年4月1日までの出
生者）

平
成
22
年

1月13日 ㈱ビデオリサーチ 日本たばこ産業㈱
全国たばこ喫煙者率
調査

清水口2丁目
（大正9年5月1日から
平成2年4月30日まで
に出生した男女20人）

1月13日
㈱サーベイリサーチ
センター

千葉県商工労働部
ワーク・ライフ・バ
ランス県民意識調査

大山口2丁目
（18歳以上20人）

1月28日 ㈳中央調査社
大阪商業大学JGSS
研究センター

生活と意識について
の国際比較調査

冨士
（20歳から89歳15人）

2月4日 ㈱日経リサーチ 国立教育政策研究所
国際成人力調査予備
調査

桜台2丁目
（16歳から65歳36人）

2月9日 ㈳新情報センター
内閣府政策統括官付
参事官

若者の意識に関する
調査

大山口2丁目
（15歳から39歳25人）

2月17日 ㈳中央調査社 文化庁文化部国語課
国語に関する世論調
査

堀込3丁目
（16歳以上22人）

2月23日 ㈳新情報センター
日本赤十字看護大学
大学院

在宅終末期医療の望
ましいあり方に関す
る調査

桜台2丁目
（40歳から80歳25人）

2月24日 ㈳中央調査社
㈶生命保険文化セン
ター

生活保障に関する調
査

清水口3丁目
（18歳から69歳30人）

6月9日 ㈳中央調査社 NHK放送文化研究所 日韓市民意識調査
笹塚2・3丁目
（20歳以上12人）

7月27日
㈱マーケティング・
リサーチ・サービス

千葉県総合企画部
第40回県政に関する
世論調査

堀込1丁目、冨士
（20歳から79歳32人）

8月3日 ㈱毎日新聞社 第64回読書世論調査
笹塚2丁目
（16歳以上16人）

8月5日
千葉県印旛健康福祉
センター

厚生労働省乳幼児身
体発育調査

堀込2丁目

9月15日・
22日

㈳中央調査社
㈻桜美林大学加齢発
達研究所

地域活動と健康に関
する調査

神々廻、大松1丁目、
根、冨士、富塚、平塚、
清水口1・3丁目、南
山1丁目、堀込1・2丁
目、大山口1・2丁目、
七次台3丁目、池の上
2丁目、桜台2・3丁目、
けやき台2丁目
（25歳以上400人）

　公園は多くの人が利用する場所です。
　次の事項を守って、近隣住民やほかの利用者
に迷惑が掛からないように利用してください。
○公園の樹木は大切にしましょう
○遊具などの施設を大切にしましょう
○トイレはきれいに使いましょう
○自分のごみは、自分で持ち帰りましょう
○犬の散歩はリードを付け、ふんは持ち帰りま
しょう
○ゴルフの練習、バイクの乗り入れ、花火など
危険な行為はやめましょう
○有料公園以外で野球やサッカーをするのはや
めましょう
■問　都市計画課公園緑地班　内線3236

公園はルールを守って
楽しく利用しましょう

　市では市内中小企業者を対象に、品質管理の
国際規格である「ISO9000シリーズ」や環境管
理の国際規格である「ISO14001」または環境省
が策定した「エコアクション21」の認証を取得
する経費の一部を補助します。
　認証取得後の申請は対象になりませんので、
事前に商工振興課へ申請してください。
補助対象　審査・登録に係る経費
補助金額　補助対象経費の3分の1以内（ISOシ
リーズの認証取得は20万円、エコアクション21
の認定取得は5万円を限度とする）
■申・■問　商工振興課商工振興班　内線3241へ

ISO9000シリーズなど
国際規格等の認証取得を支援

　ケアをする人もケアを受ける
人もみんなが元気になる工夫と
知恵を学びましょう。
日時　2月5日㈯午後2時～ 4時
場所　文化会館中ホール
対象　一般　150人（申し込み順）
講師　品川博ニさん
参加費　1,000円（前売りのみ）
■申・■問　市介護支援専門員
協議会（菊華園）☎（492）8113へ

品川博ニさん

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「助け」と「癒し」と
そして「気づき」

～援助者・介護者のストレスケア～

「
無
料
」
で
は
な
か
っ
た
映
像
配
信

2010.12.153



2010.12.15 4

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

来
迎
寺
の
仏
像

　
折
立
地
区
に
あ
る
来
迎
寺
は
天

台
宗
の
寺
院
で
、
本
尊
を
阿
弥
陀

如
来
と
し
、
承
久
年
間
（
1
2
1

9
〜
1
2
2
2
）
の
開
基
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
来
迎
寺
に
は
木
造
阿
弥
陀
如
来

立
像
、
木
造
不
動
明
王
立
像
、
木

造
毘
沙
門
天
立
像
、
木
造
閻
魔
王

座
像
、
木
造
奪
衣
婆
座
像
の
5
躯く

の
市
指
定
文
化
財
の
仏
像
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
仏
像
は
、
も
と

も
と
市
川
市
八
幡
の
葛
飾
八
幡
宮

の
境
内
に
あ
っ
た
法ほ

う
ぜ
ん
じ

漸
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
日
本
で
は
神
仏
習
合
の
思
想
か

ら
、
神
の
本
来
の
姿
は
仏
で
あ
る

と
い
う
本ほ

ん
ち
す
い
じ
ゃ
く
せ
つ

地
垂
迹
説
が
説
か
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
ま
で
は
神
社
と

寺
院
が
同
じ
敷
地
に
あ
る
こ
と
は

珍
し
い
事
で
は
無
く
、
法
漸
寺
は

葛
飾
八
幡
宮
の
別
当
寺
と
し
て
神

社
の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
明
治
維
新
を
機
に
廃は

い
ぶ
つ
き

仏
毀

釈し
ゃ
く運
動
が
起
き
た
た
め
に
慶
応
4

年
（
1
8
6
8
）
に
法
漸
寺
が
廃

寺
と
な
り
、
5
躯く

の
仏
像
も
廃
棄

さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
漸

寺
住
職
恂

じ
ゅ
ん
じ
ょ
う
譲
師
の
弟
子
に
あ
た
る

来
迎
寺
の
14
世
住
職
内う

ち
だ
じ
ゅ
ん
た
つ

田
恂
達
師

は
、
明
治
3
年
（
1
8
7
0
）
に

法
漸
寺
の
仏
像
5
躯
を
引
き
取
り
、

来
迎
寺
の
境
内
に
阿
弥
陀
堂
を
新

た
に
建
て
て
納
め
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
5
躯
の
仏

像
は
、
新
築
さ
れ
た
来
迎
寺
本
堂

の
右
の
間
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
躯
の
中
で
も
木
造
阿
弥
陀
如

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

来
立
像
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、

本
来
は
法
漸
寺
本
地
堂
（
阿
弥
陀

堂
）
の
本
尊
だ
っ
た
仏
像
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
葛
飾
八
幡
宮
の

祭
神
で
あ
る
八は

ち
ま
ん
じ
ん

幡
神
の
本ほ

ん
ぢ
ぶ
つ

地
仏
は
、

阿
弥
陀
如
来
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

天
保
7
年
（
1
8
3
6
）
に
刊
行

さ
れ
た
「
江
戸
名
所
図
会
」
に
は

葛
飾
八
幡
宮
の
情
景
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
本
地
堂
は
葛
飾
八
幡

宮
本
社
の
す
ぐ
脇
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、
八
幡
神
の
本
地
仏
と
し
て

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
深
く
信

仰
さ
れ
て
い
た
事
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
像
は
高
さ
が
64
・
8
㌢
㍍
、

複
数
の
ヒ
ノ
キ
材
を
漆
で
貼
り
合

わ
せ
て
造
ら
れ
た
寄
木
造
で
、
目

に
は
玉

ぎ
ょ
く
が
ん眼
（
水
晶
）
を
は
め
入
れ
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
し
て
い

ま
す
。
体
部
は
衲の

う
え衣
（
袈け

さ裟
）  

、

偏へ
ん
さ
ん衫
（
法ほ

う
い衣
）  

・
裙く

ん

（
裳も

す
そ裾
）
を

複
雑
に
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

表
情
や
衣え

も
ん文
表
現
な
ど
か
ら
見
て
、

13
世
紀
後
半
の
鎌
倉
時
代
の
作
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
像
は
そ

の
来
歴
か
ら
、
昭
和
45
年
（
1
9

7
0
）
に
仏
像
で
は
市
内
初
の
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

来迎寺の木造阿弥陀如来立像

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
54
回
白
井
市
民
文
化
祭

　中学生の部（学校名・学年） （敬称略）
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員長賞
美術 氏井健太（南山中3年） 松丸貢（南山中2年） 澤村花（大山口中1年）
書写 田代理紗（桜台中3年） 大村美葵（大山口中1年） 鈴木玲奈（南山中2年）
技術 小野澤拓（南山中1年） 伊藤魁（七次台中2年） 板橋愛梨（白井中1年）
家庭 猪岡佑美（南山中3年） 清水彩恵（大山口中3年） 星野麻衣（七次台中3年）

【一般・文化部門】 （敬称略）
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員長賞

こどもの俳句 宮地沙季 森本千晴 森本成美

【学校部門】
　小学生の部（学校名・学年） （敬称略）

部門 市長賞 議会議長賞 教育委員長賞

図画
低学年 郡司了太（南山小1年） 恒岡丈陽（七次台小2年） 榑松実夢（桜台小1年）
中学年 金田直大（清水口小4年） 古内里奈（白井第三小3年） 田中実夢（七次台小3年）
高学年 仲田芽惟（清水口小5年） 中尾風香（桜台小5年） 牛島ゆずか（清水口小6年）

書写
低学年 鈴木皐仁（白井第一小2年） 橘夏実（大山口小1年） 林知果（池の上小2年）
中学年 藤本裕貴（南山小4年） 伊藤瑠花（白井第一小4年） 長岡胡桃（清水口小3年）
高学年 中尾充希（桜台小6年） 王丸舞子（南山小5年） 鈴木真衣（白井第一小6年）

工作

低学年 西山瑞姫（清水口小2年） 伊藤聖矢（白井第三小1年） 渡邊朱莉（白井第一小1年）

中学年 長谷川奏波（清水口小4年） 中橋勇進（池の上小4年）

工藤未羽（池の上小3年）
國光航平（池の上小3年）
橋本真緒（池の上小3年）
山口詩乃（池の上小3年）

高学年 田代優香（桜台小5年） 山本将輝（七次台小5年） 野村凌太（白井第一小6年）
家庭 高学年 雨宮愛生（池の上小6年） 山﨑未來（白井第二小6年） 中里敏啓（白井第一小6年）

　
今
年
で
54
回
目
を
迎
え
た
市
民
文

化
祭
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
市
民

の
芸
術
・
文
化
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
菊
花
や
華
道
の
展
示
、
囲

碁
・
将
棋
大
会
、
芸
能
発
表
会
、
音

楽
祭
・
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

演
劇
祭
・
ド
ラ
マ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
な
ど
の
催
し
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
で
優
れ
た

も
の
に
は
、
12
月
4
日
に
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
市

長
賞
、
議
会
議
長
賞
お
よ
び
教
育
委

員
長
賞
（
通
称
三
長
賞
）
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

問
　
文
化
課
☎
（
4
9
2
）
1
1
2

3

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受賞者の皆さん

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

「
血
管
い
き
い
き
教
室
」

　
生
活
習
慣
病
が
動
脈
硬
化
を
さ
ら

に
進
行
さ
せ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
こ
の
教
室
で
は
血
管
を
で
き

る
だ
け
し
な
や
か
に
保
ち
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
工
夫
点
を

講
義
や
運
動
･
調
理
実
習
な
ど
の
体

験
を
通
し
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師

　
左
表
の
と
お

り
血管いきいき教室

日時 内容 講師

1月

12日㈬
9：30 ～
12：00

講話「生活習慣病と動脈硬化、歯の健康につい
て～生活習慣病予防で、いきいき過ごそう～」
運動の実践「ウオーキングの正しい姿勢、自宅
でできる筋力トレーニングやストレッチの実践
～覚えよう！ウオーキングの正しい歩き方～」

保健師、歯
科衛生士、
健康運動指
導士

20日㈭
9：30 ～
13：00

講話「生活習慣病を予防する食事について～日
頃の食生活を振り返ってみよう～」
調理実習「バランスの良い食事で、体の中からき
れいになろう～今日から実践！お手軽メニュー～」

栄養士

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

※
未
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費
　
4
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
・
問

　
12
月
28
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
直
接
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
へ

母
子
保
健
推
進
会
議
会

長
表
彰
を
受
賞

　
平
成
22
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国

大
会
で
、
白
井
市
母
子
保
健
推
進
員

の
佐
藤
君
子
さ
ん
が
㈳
母
子
保
健
推

進
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
平
成
3
年

か
ら
20
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
の
子

育
て
支
援
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
10
年
間
に
わ
た
り
白

井
市
母
子
保
健
推
進
協
議
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
、
現
在
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
う
子
育
て
ピ
ア
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
母
子
保
健
推
進
員
】

　「
母
推
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
母
子
保
健
推
進
員
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
た
家
庭
に
「
お
め

で
と
う
訪
問
」
と
し
て
伺
っ
た
り
、

妊
婦
や
生
後
6
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
の
交
流
会
を
運
営
し
た
り
、
乳

幼
児
健
診
の
介
助
、
手
づ
く
り
お
も

ち
ゃ
の
普
及
活
動
、
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
で
暮
ら
す
親
子
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、
自
ら
親
子
の
触
れ
合
い

の
大
切
さ
を
伝
え
、
地
域
の
中
で
の

身
近
な
相
談
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

口
腔
保
健
事
業
功
労
者

に
表
彰

　
平
成
22
年
度
千
葉
県
口
腔
保
健
大

会
「
デ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ち
ば
21
」
が

11
月
18
日
に
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
白
井
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
神
々
廻
）
の
吉
岡
三
郎
歯
科

医
が
口
腔
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

（
千
葉
県
知
事
表
彰
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
市
歯
科
医
・
学
校
歯
科
医
と
し
て
、

乳
幼
児
や
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
歯
科
健
診
な
ど
、
多
年
に
わ
た

り
歯
科
保
健
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

佐藤君子さん

子宮頸
けい

がん予防・H
ヒ ブ

ib・
小児用肺炎球菌ワクチン
接種費用の助成

　子宮頸がん予防・Hib・小児用肺炎
球菌ワクチン接種費用の助成は未決定
の事業ですが、広報しろい12月1日号
ですでに決定されているものと解釈で
きる文面でお知らせしました。皆さん
に誤解を与えるお知らせをしたことを
お詫びいたします。
　詳細は補正予算が決まり次第、市
ホームページや広報しろいでお知らせ
します。
　現在、市が予定している助成の内容
は次のとおりで、開始予定月は平成23
年1月です。
【子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成】
対象　高校1年生に相当する年齢の女子
（4月以降は中学生と高校1年生に相当
する年齢の女子）
【Hibワクチン・小児用肺炎球菌ワク
チン接種費用】
対象　2カ月～ 11カ月・4歳の子ども
（4月以降は2カ月から4歳までの子ども）
■問　健康課母子保健班☎（497）3495
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茶
菓
代
込
み
）

持
ち
物

　
切
り
花
用
は
さ
み
（
あ
る

人
の
み
）、  

は
さ
み
を
置
く
タ
オ
ル
、

ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
か
持
ち
帰
り
用

の
大
き
め
の
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、

申
　
21
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

社  

初
級
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
講
習
会

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
心
得
や
歩
行

な
ど
の
介
助
方
法
を
学
ん
で
、
視
覚

に
障
害
の
あ
る
人
の
外
出
を
支
援
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
19
日
㈬
・
28
日
㈮
、
2

月
4
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
全
3
回
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
全
日
程
受
講
後
、
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
人
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
歩
行
訓
練
士
　
布
留
川
修
さ

ん参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
な
ど
）

※
ほ
か
に
実
技
講
習
で
の
交
通
費
な

ど
実
費
が
掛
か
り
ま
す
。

申
　
1
月
7
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
☎
（
4
9
2
）
5
7
1
3
へ

桜  

子
ど
も
・
囲
碁
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

指
導
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
初
め
て

の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

日
時
　
25
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
以
上

参
加
費
　
無
料

教
育
委
員
紹
介

　
教
育
委
員
と
し
て
、
石
亀
裕
子
さ

ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
22
年
12
月
1
日
か
ら

平
成
26
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
5

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

　
市
で
は
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
な
ど

を
利
用
し
て
金
融
機
関
か
ら
教
育
資

金
の
融
資
を
受
け
て
い
る
人
に
、
在

学
期
間
中
に
限
り
返
済
利
子
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
か
そ
の
家
族
で
す
。

●
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
に
入
学
を
予
定
し
て

い
る
か
在
学
し
て
い
る

●
市
内
に
住
所
を
有
す
る

●
市
税
を
完
納
し
て
い
る

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
千
葉

銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
信
用
金
庫
の
市
内
各
支
店
で
教

子

ど

も

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

趣
味
・
教
養
・
学
習

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載されていないものもありますので、児童
館だより（各センターにあります）や市ホー
ムページをご覧ください。

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
市
民

講
演
会
「
成
年
後
見
事
例
研
究
」

日
程

　
19
日
㈰

　
時
間

　
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー

　
講
師

　
社
会
福
祉
士
・
介

護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
行

政
書
士
　
大
藤
康
弘
さ
ん
　
参
加
費

無
料

問
　
細
川
☎
（
4
9
8
）
4
0
3
1

◆
ナ
メ
ち
ゃ
ん
の
あ
っ
た
か
わ
い
わ

い
ラ
イ
ブ

　
乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
で
作
る
初
め

て
の
愉
快
で
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
、
う

た
あ
そ
び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
一
緒
に

楽
し
む
ラ
イ
ブ
で
す
。

日
時
　
1
月
15
日
㈯
　
午
前
11
時
〜

11
時
40
分
（
開
場
　
午
前
10
時
40
分
）

場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
40
組
（
申
し

込
み
順
）　  

参
加
費
　
親
子
1
組
1
、

5
0
0
円

申
・
問

　
電
話
で
白
井
子
ど
も
劇
場

事
務
所
☎
（
4
9
1
）
2
1
6
3
へ

◆
「
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　   「
北
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
、

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
サ
イ
ズ

　
2
L
サ
イ
ズ
（
カ
ラ

ー
・
白
黒
ど
ち
ら
で
も
可
、
プ
リ
ン

ト
し
た
も
の
で
1
人
2
作
品
ま
で
）

申
・
問

　
1
月
10
日
㈷
ま
で
に
タ
イ

ト
ル
・
撮
影
場
所
・
撮
影
日
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の

（
任
意
様
式
で
可
）
を
応
募
写
真
の

裏
に
張
り
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
2

7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市
堀
込
1

―
5
―
2
―
1
0
4

　
白
井
の
自
然

を
観
察
す
る
会
☎
（
4
9
1
）
9
2

9
1
へ

◆
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
平
成
22
年
度

助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
水
質
浄
化

の
た
め
の
活
動
を
し
た
高
等
学
校
・

大
学
お
よ
び
一
般
団
体
の
活
動
成
果

報
告
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
1
月
21
日
㈮

　
午
前
9
時
20

分
〜

　
場
所

　
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）　  

参
加
費
　
無
料

問
　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎
0
4
3

（
4
8
5
）
0
3
9
7

◆
講
演
会
「
絵
本
の
魅
力
〜
読
み
聞

か
せ
は
愛
の
ひ
と
と
き
〜
」

　
館
山
市
に
あ
る
「
小
さ
な
小
さ
な

絵
本
の
館
グ
リ
ム
」
の
館
主
で
あ
る

飯
塚
須
磨
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
1
月
29
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
開
場
　
午
前
9
時
45
分
）

※
講
演
会
終
了
後
に
交
流
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
対
象

一
般

　
50
人
（
申
し
込
み
順
）　  

参

加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
し
ろ
い
人
形
劇
ま

つ
り
実
行
委
員
会

　
向
井
☎
（
4
9

7
）
3
1
8
6
へ

◆
成
年
後
見
制
度
研
修
会

　
福
祉
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
制

度
の
概
要
や
職
務
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
1
月
30
日
㈰

　
午
前
9
時
50

分
〜
午
後
4
時
30
分

　
場
所
　
千
葉

市
蘇
我
勤
労
市
民
プ
ラ
ザ

　
対
象

一
般

　
3
5
0
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
1
月
21
日
㈮
（
手
話
通
訳

な
ど
が
必
要
な
人
は
1
月
7
日
㈮
）

ま
で
に
申
込
書
（
市
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
、
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
・

千
葉
司
法
書
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で

千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

3
（
2
0
4
）
6
0
1
2
・
℻
0
4

3
（
2
0
4
）
6
0
1
3
・

 sm

ile@
ch
ibak
en
sh
ak
y
o.co

m

へ
◆
視
覚
障
害
者
・
相
談
支
援
室

　
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
上
の

諸
問
題
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
視
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
面
談
か
電
話
で
相

談
を
受
け
ま
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

※
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

面
談
に
よ
る
相
談
場
所
　
千
葉
県
視

覚
障
害
者
福
祉
会
館
（
四
街
道
市
）

問
　
相
談
専
用
電
話
☎
0
4
3
（
4

2
1
）
6
9
1
0
、
開
設
日
以
外
は

☎
0
4
3
（
4
2
1
）
5
1
9
9

◆
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約

な
ど
に
か
か
る
年
金
の
所
得
税
の
取

り
扱
い
を
改
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

  h
ttp://w

w
w
.n
ta.g

o.jp◆
リ
ー
ブ
ス
会
員
募
集

　
一
緒
に
水
彩
の
は
が
き
絵
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
　
午

後
1
時
〜
3
時

　
場
所
　
桜
台
セ
ン

タ
ー

　
月
会
費

　
2
、
5
0
0
円

問
　
小
夜
☎
（
4
9
2
）
2
4
0
3

複  

花
と
楽
し
む
講
座

　
一
緒
に
正
月
の
花
を
楽
し
ん
で
、

終
了
後
は
日
本
茶
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
26
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
一
般

　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
・

育
資
金
の
融
資
を
受
け
て
い
る

申
・
問

　
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
教
育
総
務
課
総
務
班

内
線
3
4
1
5
へ

白
井
運
動
公
園

　
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
程

　
1
月
17
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス
・
時
間

　
A
コ
ー
ス
（
テ
ニ

ス
初
心
者
や
基
礎
を
習
い
た
い
人
向

け
）   

・
午
前
9
時
〜
11
時
　
B
コ
ー

ス
（
テ
ニ
ス
の
経
験
が
数
回
あ
る
人

や
初
心
者
で
も
運
動
経
験
の
あ
る
人

向
け
）   ・
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
参
加
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時

　
1
月
24
日
㈪

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
1
月
14
日
㈮
、
②
は

1
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公
園
☎ 

（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時
　
1
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰
・
15

日
㈯
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰
・

29
日
㈯
・
30
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
6
0

円
、
体
育
館
1
、
4
4
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
6
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
12
月
27
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

福   生きがい支援事業

①カラオケ発表会
　年忘れにカラオケを楽しんで
ください。
日時　20日㈪　正午～午後3時
対象　市内在住のおおむね60歳
以上　30人（申し込み順）
参加費　無料

②木目込み人形講座
　初心者向けの木目込み人
形作りをします。
日時　1月12日㈬・19日㈬・
26日㈬、2月2日㈬　午後1
時～ 3時
対象　市内在住のおおむね
60歳以上　10人（応募者多
数の場合は抽選）
参加費　1,950円（材料費）
■申　①は12月18日㈯、②は
12月27日㈪までに電話か直
接福祉センターへ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

木目込み人形
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　皆さんは小さいときに一流スポー
ツ選手の動きを間近で見る機会が
あって、何かを感じたことがありま
すか。
　晴天のもと、11月5日に池の上小
学校で4から6年生までを対象とし
た「スポーツ選手活用体力向上事業」
が行われ、講師として短距離のスペ
シャリスト、2003年パリ世界選手
権男子陸上競技日本代表の宮崎久さんが「走り方」について講義しました。
　宮崎さんは、今回の事業で講師をするのは初めてということで多少の緊張
があるようでしたが、講座の最初に「手つなぎおに」をして子どもたちとス
キンシップを図り緊張もほぐれ、ストレッチなどで一緒に体を動かした後は
走るフォームの「腕振り」や「足の上げ方」などで、実技を交えながら具体
的で分かりやすい説明を子どもたちに行い、最後は各学年の子どもたちとの
「勝負」で別格の走りを見せつけていました。
　宮崎さんは来年6月の日本選手権に出場するため、冬季トレーニングに入
るそうです。子どもたちはそんな宮崎さんに「頑張って優勝してください」
とエールを送っていました。

56

NPO法人北総コラボ
レーション

み ん な の ひ ろ ば

介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

9

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

トップアスリートの走りを体感

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士

　
　
　
福
加

　
博
之

大
松

　
　
　
寺
尾

　
春
雪

大
山
口

　
　
上
坂

　
千
昭

堀
込

　
　
　
渡
辺

　
岩
夫

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

西
白
井
　
　
山
本
　
幸
恵

神
々
廻
　
　
斎
藤
と
み
子

池
の
上
　
　
大
橋
　
　
茂

清
水
口
　
　
池
川
　
　
悟

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

堀
込
　
　
　
山
川
　
純
子

大
松

　
　
　
川
又

　
勝
彦

南
山

　
　  

齊
藤
眞
一
郎

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
　
純

冨
士

　
　
　
今
野

　
吉
信

根
　
　
　
　
乾

　
た
か
子

神
々
廻

　
　
田
中
八
代
い

堀
込
　
　
　
大
屋
　
キ
ヌ

冨
士
　
　
　
阿
久
津
幸
子

冨
士
　
　
　
染
谷
　
英
人

七
次
台

　
　
松
井

　
寛
紅

根
　
　
　
　
印
南
　
満
子

池
の
上
　
　
蝦
名
　
幸
子

池
の
上

　
　
関
根

　
千
浪

堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

冨
士
　
　
　
望
月
　
玲
子

冨
士

　
　
　
村
上
し
ず
子

清
水
口

　
　
柴
垣

　
正
徳

堀
込

　
　
　
川
﨑

　
　
薫

文化やスポーツなど活動の分野を広げる皆さん

　北総コラボレーションは「協力して働く」
という意味で名付けられた団体です。
　活動内容は「市民活動の活性化と推進」
「まちづくりの推進」「スポーツの振興とス
ポーツ精神の高揚」「文化・芸術の振興」「市
の良好な環境づくりへの支援」「社会福祉
活動への支援」「会員及び関係者の親睦を
深める活動」を主に行っています。
　北総地域の「住民参加まちづくり」を目
指し、学術・文化・芸術・スポーツを通し
た講演会やイベントなどを企画し、これま
でにフォーラム「NPOと行政の協働」「市
制記念ラグビー招待試合　早稲田VS慶応」
「サッカーさわやか広場」「医食同源の健康
体験旅行」「五郎部俊郎が歌う　藤山一郎
とその時代」「ミュージカル山上様のおく
りもの」などを行いました。このような活
動に興味のある人はお問い合わせください。
問　富所☎（492）7526

―
突
然
の
相
談
か
ら
ー

　
あ
る
日
の
電
話
で
「
ガ
ス
が
止
ま

っ
て
困
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
」
と
男

性
の
声
。
ど
ん
な
状
況
か
を
聞
く
と

「
ど
う
し
て
止
ま
っ
た
の
か
分
か
ら

な
い
が
湯
も
沸
か
せ
な
い
で
困
っ
て

い
る
。
食
べ
る
も
の
は
今
日
の
分
は

何
と
か
な
る
」
と
言
う
。
ど
の
よ
う

な
生
活
状
況
か
を
聞
く
と
、
一
人
暮

ら
し
で
歩
く
の
が
大
変
な
の
で
買
い

物
も
思
う
よ
う
に
行
か
れ
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
早
速
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
一
戸
建

て
に
住
ん
で
お
り
、
歩
く
と
ふ
ら
つ

き
が
あ
り
転
倒
し
そ
う
で
、
ガ
ス
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
ど
ん
な
日
常

生
活
な
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。
食

事
や
買
い
物
、
入
浴
、
排
泄
、
掃
除

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
話
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
男
性
は
「
買
い
物
は
週
1
回
、
調

子
の
良
い
時
は
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も

歩
い
て
行
く
が
、
転
倒
し
て
け
が
を

し
た
こ
と
も
あ
る
。
食
べ
る
も
の
は

日
持
ち
の
す
る
カ
ッ
プ
ラ

－

メ
ン
や

菓
子
類
、
餅
な
ど
を
中
心
に
買
い
、

1
日
1
食
か
2
食
し
か
食
べ
て
い
な

い
」
と
答
え
ま
す
。
入
浴
は
時
間
は

か
か
る
が
た
ま
に
入
り
、
排
泄
は
自

分
で
で
き
る
よ
う
で
す
。
一
人
暮
ら

し
な
の
で
掃
除
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
い
ら
し
く
「
も
う
ど
う
な
っ
て

も
い
い
ん
だ
よ
」
と
投
げ
や
り
に
答

え
ま
す
。

　
今
ま
で
食
事
ら
し
い
食
事
を
取
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
市
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
勧
め
た
と

こ
ろ
「
お
い
し
い
」
と
全
部
食
べ
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
も
配
達
が
遅
れ

る
と
電
話
を
か
け
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
人
は
今
後
も
一
人
暮
ら
し
の
静

か
な
生
活
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
な
る
と
経

済
面
・
健
康
面
・
犯
罪
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
て
も
周
囲
に
助
け
を
求
め
に

く
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
し
ば
ら
く

は
訪
問
介
護
で
掃
除
の
支
援
を
導
入

し
て
日
常
生
活
の
援
助
や
心
身
の
健

康
管
理
を
行
い
、
見
守
り
と
併
せ
て

様
子
を
見
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
暮
ら
す
の
は
ほ

か
か
ら
の
刺
激
も
少
な
く
、
食
事
、

排
泄
、
入
浴
な
ど
日
常
生
活
以
外
は

体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
い
の
で
栄

養
も
偏
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
筋
力
が
落
ち
、
寝
た
き
り

に
な
る
原
因
を
作
る
た
め
自
分
で
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
事
が
で
き
る

体
力
を
維
持
す
る
た
め
に
食
事
を
3

食
き
ち
ん
と
取
っ
て
、
で
き
る
だ
け

体
を
動
か
し
外
出
を
す
る
機
会
を
つ

く
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
日
常
の
何
げ
な
い
問
題
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
相
手
を
身
近
に
持

つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

　「スポーツの秋」も終わり、プロ野球もオ
フシーズンに入りましたが、市の野球少年
たちはそれぞれに活躍を見せています。
　そのひとつ、第23回大塚杯争奪少年野球
大会が10月16日から24日まで白井運動公園
グラウンドなどで開催されました。
　大塚杯は、白井市少年野球の生みの親で
ある大塚才一郎さん（故人）をたたえて創
設されたもので、今年は市内外22チームが
トーナメント戦で熱戦を繰り広げました。
　大会は白井球人ズの竹田久留実主将の堂々たる選手宣誓から始まり、白井
ランチャーズは２回戦をサドンデスで勝利すると勢いに乗り、準決勝では大
差からの大逆転勝利、決勝戦では最終回、二死走者無しから同点本塁打で追
い付き、サドンデスで劇的なサヨナラ勝ちをし優勝しました。
　市内のチームではホワイトピジョンが第３位に入り、市内チームの健闘が
目立った大会でした。

白井市スポーツ少年団　光る活躍

走りのポイントを指導する宮崎さん

勝利を目指す白井ランチャーズ

秋
麗
開
店
は
二
時
骨
董
屋

秋
麗
雑
念
去
り
て
端
座
す
る

一
位
の
実え

だ枝
に
・た

わ
わ

の
天
晴
る
る

凍
て
空
や
ネ
オ
ン
恋
し
い
イ
ヴ
の
宵

芋
焼
酎
八や

そ

じ

十
路
の
胸
を
ぬ
ら
し
け
り

お
だ
や
か
に
季
節
を
告
げ
る
薄
紅
葉

黄
金
な
る
落
葉
拾
ひ
て
袖
折
り
ぬ

山
茶
花
や
咲
く
も
散
り
て
も
花
は
葉
に

鯛
の
眼
に
ま
ず
箸
つ
け
て
秋
の
宵

玉
虫
の
虹
色
の
こ
し
空
に
消
ゆ

月
見
れ
ば
ふ
る
さ
と
の
山
思
い
出
し

石
蕗
や
洩
れ
く
る
経
は
父
の
声

な
に
を
も
ひ
鳴
き
続
け
け
り
秋
の
虫

初
め
て
の
霜
触
る
る
も
の
皆
し
ろ
し

バ
バ
独
り
汗
と
涙
の
地
末
枯
る
る

無
器
用
も
取
柄
の
ひ
と
つ
と
ろ
ろ
汁

冬
枯
れ
の
忍
び
寄
る
庭
残
り
菊

冬
日
影
慣
れ
た
仕
事
で
若
が
え
る

松
手
入
れ
茶
髪
の
庭
師
リ
ン
グ
嵌は

め

右
足
に
痺
れ
の
走
る
霜
夜
か
な

夢
捨
て
ず
枯
れ
葉
の
道
を
踏
み
締
め
て

我
が
影
の
鮮
や
か
な
る
や
冬
の
月

あ
か
ね
雲
あ
ま
り
に
切
な
い
ひ
と
と
き
の

　
　
　
輝
き
残
し
若
き
人
逝
く 

旱か
ん
ば
つ魃
に
人
ら
救
い
し
泉
と
ふ

　
　
　
今
だ
も
湧
き
つ
つ
樹き

ぎ木
を
育
く
む  

つ
ゆ
草
の
青
き
花
咲
く
野
辺
に
来
て

　
　
　
炎
暑
に
逝
き
し
友
を
偲
び
ぬ

ド
ア
押
せ
ば
あ
け
び
の
籠
に
秋
草
の

　
　
　
あ
ま
た
生
け
あ
り
こ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

日
本
は
春
夏
秋
冬
の
恵
み
あ
れ
ど

　
　
　
老
い
た
る
我
に
募
る
侘
び
し
き

爆
撃
の
艦
よ
り
生
き
て
シ
ベ
リ
ア
に

　
　
　
生
き
し
義あ

に兄
な
り
多
く
語
ら
ず

母
逝
き
し
齢と

し

を
は
る
か
に
超
え
し
我

　
　
　
母
を
思
え
ば
幼
に
戻
る

マ
マ
と
ボ
ク
「
静
か
に
ね
」
っ
て
図
書
室
に

　
　
　
大
き
ス
リ
ッ
パ
大
き
パ
タ
パ
タ

目
の
見
え
し
頃
の
映
像
盲め

し
い
た
る

　
　
　
眼
の
底
に
ま
だ
色
褪
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）


